
〈
特
集
「
西
田
幾
多
郎
・
鈴
木
大
拙
　
再
考
―
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
の
視
点
か
ら
」
２
〉

キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
に
お
け
る
西
田
と
大
拙

―
無
な
る
神
概
念
の
形
成
―

浅
　

見
　
　
　

洋

一
　

は
じ

め

に

〈
キ
リ
ス
ト
教
思

想
史
に
お
け

る
〉
と
い
う
大
き

な
題

を
掲
げ
た
が
、
キ
リ

ス
ト
教
思

想
史
全

体
を
視
野

に
入
れ
て
語
る
た
め
に
は
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の

発
題
時
間
と
発
題

者
の
カ
バ
ー
で

き
る
範
囲
に
限
界
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本

発
題
で

は
現
代

の
、
そ
れ
も
こ
の
四
半
世
紀
ほ
ど
の
日
本
の
プ

ロ
テ

ス
タ
ン

ト
思
想
に
お
い
て

、
西

田
哲
学
と
鈴
木
禅
学
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
き

た
か
を
紹
介
し
た
い
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
地
理
的
に
は
加
賀
、
宗
教
的

に
は

禅
仏
教
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な
基
底
を
も
つ
西
田
哲
学
と
鈴
木
禅
学
の
現
代

キ

リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る
可
能
性
、
な
い
し
は
両
思
想
の
宗
教
思
想
と
し
て

の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
可

能
性

に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
た
だ
し
、
こ
の
四
半
世

紀
の
日
本

の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
思
想
で
は
西

田
哲
学
の
影
響
の
方
が
、
鈴
木

禅
学
の
そ
れ

に
比
し
て

か
な
り
大
き

い
。
そ
の
た
め
、
大
拙

に
関
し
て

は
わ

ず

か

し

か

言

及

で

き

な

い

こ

と

を

最

初

に

お

断

り

し

て

お

き

た

い

。

二
　

現

代

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

テ

ィ

ズ

ム

の

展

開

と

西

田

哲

学

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

神

学

史

の

現

代

が

弁

証

法

神

学

、

特

に

Ｋ

・

バ

ル

ト

の

『
ロ
ー
マ
書
』
（
Ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｒ
ｏ
ｍ
ｅ
ｒ
ｂ
ｒ
ｉ
ｅ
ｆ
,
　
Ⅱ
．
１
９
２
２
)
 
か
ら
始
ま
る
と
い
う
の

は

、

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

思

想

史

に

お

け

る

ほ

ぽ

一

致

し

た

見

解

で

あ

る

。

日

本

で

も

一

九

三

〇

年

代

以

降

、

第

二

次

大

戦

を

経

て

現

在

ま

で

、

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

神

学

で

は

プ

ロ

セ

ス

神

学

や

神

の

死

の

神

学

な

ど

ア

メ

リ

カ

神

学

の

影

響

も

か

な

り

強

く

み

ら

れ

る

が

、

総

じ

て

バ

ル

ト

、

Ｅ

・

ブ

ル

ン

ナ

ー

、

Ｒ
・
ブ
ル
ト
マ
ン
、
Ｄ
・
ボ
ン
フ
ェ
ッ
フ
ァ
ー
な
ど
、
弁
証
法
神
学
者
と
し

て

出

発

し

た

ド

イ

ツ

語

圏

の

神

学

者

た

ち

の

影

響

の

強

い

時

代

が

続

い

た

。

こ

れ

ら

ド

イ

ツ

語

圏

の

現

代

神

学

者

た

ち

の

中

心

は

言

う

ま

で

も

な

く

バ

ル



卜
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
展
開
の
基
軸

は
〈
バ
ル
ト
神
学
の
継
承
と
克
服

〉
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
と
並

行

し
て
、

戦
後
の
日
本

の
プ

ロ
テ
ス

タ
ン
ト
思

想
史
も

ま
た
、
大

雑

把

に

い

っ
て

バ
ル
ト
神

学
の
継
承

と
そ
の
克

服
の
問

題
に
集
約

さ
れ

て

い
る
と

言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
現
代
神
学
の
第
一
世
代
を
形
成
し

た

人
々
の
死
（
一
九
六
五
年
に
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
、
一
九
六
六
年
に
ブ
ル
ン
ナ
ー
、

そ
し
て
一
九
六
八
年
一
二
月
一
〇
日
に
は
バ
ル
ト
が
死
去
す
る
）
と
相
前
後

し
て
、
ド
イ
ツ
語
圈
で
は
現
代
神
学
の
第
三
世
代
と
称
さ
れ
る
Ｊ

・
モ
ル

ト

マ
ン
、
Ｗ
・
パ
ネ
ン
ペ
ル
ク
、
Ｅ
・
ユ
ン
ゲ
ル
な
ど
が
神
学
界
の
中
核
を
占

め
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
第
三
世
代
の
神
学
的
議
論

は
非
常
に
多
彩
で
、
簡

単
に
総

括
す
る
こ

と
は
で
き

な
い
が
、

特
に
注
目
す

べ
き
こ

と

は
彼
ら

が

〈
未
来
〉
、
〈
希
望
〉
、
〈
歴

史
〉

な
ど

を
強
調
す

る
と
同

時
に
、
最
も
重
要

な

神

学
的
課
題
と
し
て

〈
世

俗
化
〉
の
浸

透
、
〈
無
神
論
〉

の
一
般
化

し
た
現

代
西

洋
世
界

に
お
い
て
〈
神
の
現
実
性
と
そ

の
言
表
可
能
性
〉
を
問
う
た
こ

と
で
あ
る
。

対
し
て
、
一
九
七
〇

年
前
後
か
ら
の
日
本

の
プ

ロ
テ

ス
タ
ン
ト
思
想
界
で

は
、
第
三
世
代
の
神
学
の
紹
介
と
並
行
し
て

、
西
田
哲
学
の
影
響
が
強
く
見

ら
れ

る
よ
う

に
な
る
。
こ
れ

は
日
本

の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
思
想
が

〈
無
神
論

が
一
般
化
し
た
中
で
神
に
つ
い
て
問
う
〉
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
と
同

時

に
、
元
来

キ
リ

ス
ト
教
の
有
神
論
的
な
伝
統
を
持

た
な

い
〈
日
本
と

い
う

ロ
ー
カ
リ
テ

ィ
の
中
で
神
に
つ
い
て
問
う
〉

と
い
う
課
題
を
、
不
可
避
的

に

負

っ
て

い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
西
田
哲
学
の
日
本

の
キ
リ

ス
ト
教
思
想
へ
の
影
響
は
七
〇
年
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
戦

前
の
富

永
徳
磨
、
逵

坂
元
吉
郎

の
神

学
や

滝
沢
克
己
の

〈
神
人

学
〉
、
戦
後

間
も

な
く
、
日
本
で
最
初
の
独

創
的
な
神
学
と
も
て

は
や
さ
れ
た
北
森
嘉
蔵

の
『
神

の
痛
み

の
神
学
』
（
一
九
四
六
年
）
な
ど

に
も
西

田
哲
学
の
明
ら

か
な

影
響
が
見
い
だ

さ
れ

る
。
し

か
し
、
現
代
神
学
の
第
一
世
代
の
死
を
一
つ
の

ス
プ
リ
ン
グ
ボ
ー
ド

に
す

る
か
の
よ
う

に
、
七
〇
年
代
以
降

は
〈
絶
対
無
〉
、

〈
場

所
〉
、
〈
純
粋
経
験
〉

な
ど
、
西

田
哲
学
の
主
要
概
念

を
取

り

入
れ
た
日

本
独
自

の
キ
リ

ス
ト
教
的
思
惟
が
飛
躍
的
に
多
く
見

い
だ
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。こ

う
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
思
想
史
の
潮
流
は
、
晩
年
の
西
田
哲
学
の
展

開
過
程
と
相
似
型
を
な
す
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
西
田

は
一
九
三
〇

年
代
初
頭

に
日
本
の
哲
学
者
と
し
て
は
、

い
ち
速
く
当
時
の
ヨ
ー
ロ
で
（

の
流
行
思
想

の
一
つ
で
あ

っ
た
弁
証
法
神
学
と
接
し
た
。
例
え
ば
、
一
九
三
二
年
の
六
月
、

七
月

に
は
鎌
倉
で
二
度

に
わ

た
っ
て
、
読
売
新
聞
主
催
の
「
西
田
博
士
に
聴

く
座
談
会
」
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。
西

田

は
そ

の
場
で
、

当
時
の
日

本
神
学

校
の
若
手
神
学
者
で
あ
り
、
弁
証
法
神
学
の
導
入
者
的
な
役
割
を
果
た
し
た

熊
野
義
孝
、
村
田
四

郎
、
桑
田
秀
延
等
と
対
談
し
て

い
る
。
こ
の
座
談
会
は

尋
常
中
学
校
七
尾
分
校
、
第
四
高
等
学
校
在
職
当
時

の
教
え
子
で
あ
り
、
卯

辰
山

の
洗
心
庵
で
西
田
と
共

に
参
禅
し
た
経
験
を
持
ち
な
が
ら
も
、
当
時
、

読
売
新
聞
宗
教
欄
の
主
筆
で
あ
っ
た
神
学
者
・
逢
坂
元
吉
郎
が
企
画
し
た
も

の
で
あ

る
。
逢
坂
が
こ
の
座
談
会
を
企
画
し
た
の
は
、
当
時
の
西
田
が
（

弁

証
法
神
学

に
接
近
し
て

い
る
）
と
解
し

た
が
ゆ
え

で
あ
る
。
確

か
に
当
時
、



西
田
は
弁
証
法
神
学
や
そ
の
背
景
と
な

っ
た
キ
ル

ケ
ゴ
ー
ル
と
の
対
話
を
通

し
て

〈
絶

対
弁
証

法
の
論
理
〉

を
構
築
し
、

そ
れ
に

よ

っ
て

現

実
世
界

を

〈
弁
証
法
的
世
界
〉
と
し
て
説
明

し
よ
う
と
試

み
て

い
た
。
も

ち
ろ
ん
、
西

田
が
そ
の
思
索
の
全
過
程

に
お
い
て
対
話
相
手
と
な
し
た
思
想
家

は
驚
く
ほ

ど
多
く
、
弁
証
法
神
学
者
や
キ
ル

ケ
ゴ
ー
ル
の
み
で
は
な

い
が
、
プ

ニ
ア
ス

タ
ソ
ト
の
思
想
家
と
の
対
話
に
限
る
な
ら
ば
。
特
に
バ
ル

ト
と

キ
ル
ケ
ゴ
ー

ル
と
の
対

話
が
そ
の
中
核
で
あ
る
と

言
っ
て
よ
い
。
著
述
の
引
用

か
ら
辿
る

と
、
西

田
の
キ
リ

ス
ト
教
的
な
思
想
家
と
の
対
話
は
、
ほ
ぼ
四
つ
の
時
期

に

区

分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
）

は

『
善
の
研

究
』
（
一
九
一
一
年
）
か
ら

『
働
く
も

の
か
ら

見

る
も

の
へ
』
（
一
九
二
七
年
）
に
至

る
時
期
で
あ
り
、

エ
ッ

ク
ハ
ル
ト
、

ク
ザ
ー
ヌ

ス
、
ベ
ー

メ
、
エ
リ
ウ
ゲ
ナ
等
、
中
世
神
秘
主
義
者
と
の
対
話
の
時
期
で
あ

る
。
（
二
）

は

『
一
般
者

の
自
覚
的

体
系
』
（
一
九
三
〇
年
）
刊
行

の
前

後
で

あ
り
、
特
に
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
の
対

話
が
目
立
つ
時
期
で
あ

る
。
た
だ

し
、
西

田
の
全
著
作
の
中
で
最
も
引

用
数
の
多
い
人
物
の
一
人
で
あ
る
ア

ウ

グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
引

用
は
、
必
ず
し

も
こ
の
時

期
に
限

定
さ
れ

な
い
。
（
三
）

は
主
に

『
無
の
自
覚
的
限
定
』
（
一
九
三
二
年
）
と
、
そ
れ

か
ら
十

年
を
経
て

刊
行

さ
れ
た

『
哲
学
論
文
集
第
四

』
（
一
九
四
一
年
）
に
収

録
さ

れ
た
「
実
践

哲
学
序
論
」
（
一
九
四
〇
年
）
が
書

か
れ

た
前
後
で

、
対
話

の
中
心

は
キ
ル

ケ

ゴ
ー
ル
で

あ
る
。
前
者
で

は
キ

ル
ケ
ゴ
ー
ル

の

〈
永
遠

の
今
〉
、
〈
瞬
間
〉
、

〈
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
〉
等
の
概
念
を
手
が
か
り
に
〈
絶
対
弁
証
法
〉
が
形
成
さ

れ
、

後
者
で

は
実
践
哲

学
を
論
じ

る
た

め
に

『
死

に
至

る
病
』
（
一
八
四
九

年
）
の

〈
関
係
と
し
て
の
自
己
〉
が
主
題

的
に
論
じ
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の

キ

ル

ケ
ゴ
ー
ル
と
の
対
話
は
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル

ー
ル
ネ

サ
ソ
ス
の
主
体
の
一
つ

で
あ

っ
た
弁
証
法
神
学
と
の
関
係
を

背
後
に
蔵
し
て

い
る
。
（
四
）

は
そ
の

弁
証
法
神
学
、
特

に
バ
ル
ト
神
学
と
の
対
話

の
時
期
で
あ
る
。
バ
ル
ト
と
の

対
話

は
、
後
期
西
田
哲
学
で
は
一
貫
し
て
予
想

さ
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
特

に
実
質
的
な
遺
稿
論
文
「
場
所
的
論
理

と
宗
教
的
世
界

観
」
（
一
九
四
五
年
）

に
お

い
て
表
面
化
し
て
い
る
。
短
絡
を
恐
れ
ず

に
言
え
ば
、
西
田
哲
学
と
キ

リ
ス
ト
教
と

い
う
比
較
思
想
的
視

点
か
ら

は
、
「
場
所

的
論
理
と
宗
教
的
世

界
観
」
は
バ

ル
ト
と

の
対
話
の
論
文
と

考
え
て
よ

い
。

た
だ
し
、
戦
後
の
現

代
プ

ロ
テ

ス
タ
ン
ト
思
想
が
対

話
し
て
き
た
バ

ル
ト
神
学
は
、
西
田

が
対
話

し
た

〈
途
上
の
バ

ル
ト
〉
で

は
な
く
、
よ
り
ト

ー
タ
ル
な
バ
ル
ト
で
あ

っ
て
、

両
者
を
単
純

に
同
一
視
す
る
こ
と

は
で

き
な

い
。
し

か
し
、
バ
ル
ト
神
学
と

の
対
話
、
対
決

に
お
い
て
、
新
た
な
宗

教
論
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
と
い
う

点
で

は
、
現
代
日

本
の
キ
リ
ス
ト
教
思

想
と
西
田
哲
学

の
展
開
過
程
は
非
常

に
類
似
し
て

お
り

、
そ
の
点
に
後
期
西

田
哲
学

が
現
代
プ

ロ
テ

ス
タ
ン
ト
思

想
史

に
対
し
て
も

つ
思
想
的
先
駆
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

西
田

に
と

っ
て

、
バ
ル
ト
受
容
期
か
ら
実
質

的
な
遺
稿
「
場
所
的
論
理
と

宗
教
的
世
界

観
」

へ
の
道
程
は
、
場
所

的
論
理

の
深
化
と
そ
の
論
理
に
基
づ

く
世
界
観
形

成
の
過

程
で
あ
り
、
こ

の
遺
稿

に
お
い
て
西
田

は
、
逆
対

応
の

論
理

に
基
づ

い
て
禅

仏
教
の
み
な
ら
ず

、
浄
土
真
宗
と

キ
リ
ス
ト
教
を
も
包

摂
す
る
よ
う

な
宗
教
哲
学
の
構
築
を
試
み

た
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
と
し
て

の
場

所
的
論

理
的
宗
教
論

を
〈
場
所

的
論
理
的
神

学
〉
（
⑩

４
０
６
）
や

〈
新



し
い
キ
リ
ス
ト
教
〉
（
⑪
４
６
２
）
と
も
呼
ん
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
西
田
の
宗
教

論
の
形
成
過
程
を

〈
西
田

の
キ
リ
ス
ト
教
理
解
の
形

成
過
程
〉
と
み
な
し
、

そ
れ

が
現
代

日
本

の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
の
潮
流
と
相
似
型
を
も
つ
と
解
す

る
の
は
、

そ
れ
ほ
ど
的
外

れ
な
見
通
し
で

は
な
い
と
考
え

る
。

三
　

現

代

日

本

の

プ

ロ
テ

ス

タ
ン

ト

に

お

け

る

西

田

受

容

の

系

譜

発
題
者
が
、
西
田
哲
学
の
展
開
と
相
似
す
る
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
思

想
の
潮
流
と
し
て

具
体
的
に
念
頭

に
置
い
て
い
る
の
は
、
滝
沢
克
己
の

『
仏

教
と
キ
リ
ス
ト
教
―
―
久
松
真
一
博
士
『
無
神
論
』
に
ち
な
ん
で
―
―
』

（
一
九
六
四
年
）
を
起
点
と
す

る
よ
う
な
流
れ
で

あ
る
。
こ

の
書
の
中

心
テ

ー

マ
は
、
西

田
の
高
弟
久
松

真
一
の
論
文
「
無
神

論
」
（
一
九
四
九
年
）
の
批
評

で
あ
る
。
滝
沢
は
久
松
の
禅
哲
学
を
西
田
の
《
哲
学
の
生
命
を
今
も
そ
の
ま

ま
に
受
け
継
い
で
独
自
の
発
展
を
と
げ
た
も
の
》
と
解
し
て
お
り
、
『
仏
教

と
キ
リ

ス
ト
教
』

は
、
久
松
禅
学
と
対
話
す
る
と

い
う
形
で

くそ

の
生
命
で

あ
る
西
田
哲
学
〉
と
対
話
し

た
書

だ
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ

の
書

で
、
滝
沢

は
久
松
真
一

の
有
神

論
批
判

（
＝
西
田
の
批
判
）
を
肯

定
的
に
受

容
し
な
が
ら
、
バ

ル
ト
神

学
を
新
し
く
受
け
取
り
直
す
こ

と
に
よ

っ
て

、
西

田
哲
学
と

バ
ル

ト
神
学

を
止
揚

し
よ
う
と
試
み

た
の
で
あ

る
。

《
い
わ
ゆ
る
「
自
然
神
学
」
と
キ
リ
ス
ト
教
的
正
統
主
義
に
対
す
る
カ
ー

ル

ー
バ
ル
ト
の

「
否
」

は
、
禅

者
久
松
真

一
の
キ
リ
ス
ト
教
に
対

す
る
批
判

と

一
致
し

ま
す
。

仏
教
か
ら
の
こ
の
批
判

は
。
た
し

か
に
俗
流
正

統
主
義
な

い
し
近
代
主
義
的

キ
リ

ス
ト
教
に
対
し
て

は
当

た
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
カ
ー

ル

ー
バ
ル
ト
の
神
学
・
本
来

の
キ
リ
ス
ト
教
に
は
当
た
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
と

い
っ
て
本
来
の
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
―
―
ち
ょ
う
ど
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス

の
言
動
に
お
け
る
と
同
じ
よ
う
に
―
―
す
べ
て
は
た
だ
、
神
と
人
、
聖
な
る

主
と
罪
な
る
僕
と
が
、
絶
対

に
不
可
逆
な
区
別

に
お
い
て
直
接

に
Ｉ

で
あ

る
そ
の
一
点
に
懸
か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
》

こ
の
書
で
そ
の
原
型
が
現

れ
る
滝
沢
の
〈
イ

ン
マ
ヌ
エ
ル
の
神
人
学
〉
の

最
大
の
特
徴

は
、
哲
学
と
神

学
が
そ
こ
か
ら
成
立
す

る
人
間
存
在
の
根
源
的

事
実
、
換
言
す
れ
ば
神
と
人

と
の
宗
教
的
な
関

係
（
イ

ン
マ
ヌ
エ
ル

＝
神
わ

れ
ら
と
共
に

い
ま
す
と

い
う
事
実
）
を
不
可
分

、
不
可
同
、
不
可
逆
と
解
す

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
上
述

の
引
用
文
は
直
接

的
に
は
久
松
禅
学
を
批
評
し
な

が
ら
、
そ
れ
を
媒
介

に
滝
沢

が
西
田
の
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
　（
不
可
分
、

不
可
同
）
を
受
容
し
、
同
時

に
バ
ル
ト
の
絶
対

他
者

（
不
可
逆
）
を
も
肯
定

的
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
書
は
秋
月
龍
■
が

｛

今
後

キ
リ

ス
ト
教
と
仏

教
に
つ
い
て

語
ろ
う
と

す
る
者

は
、
も

は
や
け

っ

し
て
滝
沢

の
こ

の
小

さ
な
本
を
無
視
す
る
こ

と
は
で
き
な

い
で

あ
ろ
う
）
と

記
し

た
よ

う
に
、
七
〇
年
代
以
降
の
禅
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
を
中
核
と
す
る

〈
宗
教
間
対
話
〉

の
起
点
と
も
な

っ
た
。
こ
の
宗

教
思
想
史

に
お
い
て
類
例

を
見

な
い
よ

う
な
本
格
的
な
仏
教
と

キ
リ
ス
ト
教
の
宗
教
哲
学
的
な
対
話
の

論
点
の
一
つ
は
、
そ
の
対
話
者
の
大
半
が
程
度
の
差
は
あ
れ
、
西
田
の
宗
教

論

を
肯
定
的

に
受

容
し
て

い
る
が
ゆ
え

に
、
西
田
哲
学
の
特
定
宗
教
を
超
え

た
宗

教
哲
学

と
し
て

の
妥
当
性
の
問
題

に
帰
着
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。



滝
沢
の
宗
教
哲
学
的
姿
勢
に
共

鳴
し
て

、
プ

ロ
テ
ス

タ
ン
ト
思

想
の
圏
内

で
宗
教
間
対
話
の
推
進
者
と
な
っ
た
の
が
八
木

誠
一
で

あ
り
、
禅

仏
教
で

は

秋
月
龍
■
で
あ
っ
た
。
彼
ら
を
中
心
と
し
て
こ
の
宗
教
間
対
話
に
は
、
キ
リ

ス
ト
教
か
ら
は
武
藤
一
雄
、
本
多
正
昭

、
中
村
悦
也
等
、
禅
仏

教
か
ら

は
久

松

真
一
、
西

谷
啓
治
、
阿
部
正

雄
等
が
参

加
し

、
そ
の
成
果
と
し
て
多
く

の

対

談
集

が
編
集
さ
れ
て

い
る
。
現
在
で

は
こ
の
対

話
は
カ
ト
リ
ッ
ク
、
浄
土

系
仏
教

、
密
教
系
仏
教
や
神
道
な
ど
を
も

巻
き
込

ん
で

、
さ
ら

に
広
汎

な
比

較
宗
教
的
対
話

、
東
西
宗
教
の
交
流
へ
と
展
開
し
て

い
る
。

キ
リ

ス
ト
教
思

想

に
限
定
し
て

、
現
在
そ
う
し
た
宗
教
間
対
話

に
賛
意
を
表
し
な
が
ら
、
西

田
哲
学
と

の
対
話

に
お
い
て
自
己
の
宗
教
思
想
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
人

々
と

し
て
は
、
プ

ロ
テ

ス
タ
ン
ト
で
は
小
田
垣
雅
也
、
花
岡
永
子
、
延
原
時
行
等
、

カ
ト
リ

ッ
ク
で

は
小
野
寺
功
、
門
脇
佳
吉
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
少
し
様
相
は
違
う
が
、
西
田
哲
学
に
親
近
感
を
示
す
と

い
う
だ
け
な
ら
、

旧
約
聖
書
学
者
の
関
根
正

雄
や
バ
ル
テ

シ
ア
ソ
で
あ
る
小
川
圭
治
な
ど
の
名

を
挙
げ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
思
想
史
的
傾
向
は
聖

職
者
や
敬
虔
な
信
徒
た
ち
の
中
と
い
う
よ
り
は
、
大
学
教
師
と
し
て
、
キ
リ

ス
ト
教
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
で

活
躍
し
て
い
る
宗
教
哲
学
者

に
強
く
見
い
だ
さ

れ
る
潮
流
で
あ

っ
て
、
神
学
史
と
い
う
よ
り
は
宗
教
思
想
史
的
な
事
柄
で
あ

る
と
い
え

る
。四

　

絶
対

無
と

し
て

の

神

こ

う
し

た
潮

流
が
形
成
さ
れ
た
一

つ
の
要
因

は
、
も
ち
ろ
ん
現
代

日
本
の

キ
リ
ス
ト
教
が
お
か
れ
た
状
況

に
あ

る
。
先

に
指
摘
し

た
よ
う
に
、
〈
無
神

論
〉
が
一
般
化
し
た
世
界

に
お
け
る

〈
神
の
現
実
性
と
そ
の
言
表
可
能
性
〉

へ
の
問
い
と
い
う
グ

ロ
ー
バ
ル
な
問
い
に
併
せ
て
、
日
本
と

い
う
特
殊
事
情

（

ロ
ー
カ
ル
な
要
因
）
が
複
合
的

な
要
因
と

な

っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

ま
た
、
こ

の
潮
流
の
背
景

に
は
西
田
や
大
拙
の
学
問

的
姿
勢
が
あ
る
と
も
考

え
ら

れ
る
。
晩
年

の
西
田

に
は
、｛
今

日
は
世
界

が
レ
ア
ー
ル
に
な
っ
て
居

る
か
ら
…
…
、
日
本
文
化
は
世
界
的
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
｝
（
⑭
３
９
７
）
と

い
う
歴
史

的
課
題
を
自
覚
し
、
か
つ
｛

我
々
の
最
も
平
凡
な
日
常
の
生
活
が

何
で

あ
る
か
を
最
も
深
く
掴
む
こ
と
に
依
っ
て
最
も
深

い
哲
学
が
生
れ
る
の

で
あ

る
｝
（
⑩

２
６
７
-６
８
）
と
い
う
姿
勢
、
つ
ま
り
日

々
を

生
き

る
具
体
的
自

己
（
ロ
ー
カ
ル
な
自
己
）
の
内
に
あ
る
普
遍
的
（
グ
ロ
ー
バ
ル
）
な
思
惟
構

造
を
取
り
出
そ
う
と
す
る
一
貫

し
た
姿
勢
が
あ
る
。
こ
う
し
た
西

田
の
哲
学

的
姿
勢

は
、
宗
教
論

に
お
い
て
は

〈
心
霊
上

の
事
実
〉

か
ら
入

っ
て

、
そ
の

事

実
の
構
造

を
説
明
し
、
普
遍

的
な
宗
教
哲
学

を
形
成
す

る
と

い
う
形
を

取

っ
た
。

よ
り
具
体
的
に
は
、
彼
自
身
の
宗

教
経
験

（
禅
）
か
ら
入
っ
て
、

浄
土
真
宗
も

、
キ
リ

ス
ト
教
を
も
包
む

よ
う
な
、
普
遍
的
な
宗
教
哲
学

を
形

成
し

よ
う
と
す
る
。
ま

た
、
大

拙
の
場
合

は
、
『
日
本

的
霊
性
』

の
序
文

に

あ

る
よ
う
に
、
自
ら
の
中
に
、
な
い
し
は
日
本
人
の
精
神
生
活

に
〈
深
く
沈

潜
し
て
行
く
こ
と
〉
に
よ

っ
て
、
世
界

的
な
意
味
を
も
つ
日
本
的
宗
教
意
識

Ｔ

日
本
的
霊
性
）
を
自
覚
し
、
そ
れ
を
全
世
界

に
向
け
て
発
信

し
よ
う
と

し
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
西
田
の
〈
絶
対
無
の
場
所
〉
で
あ
れ
、
大
拙

の
〈
日
本
的
霊



性
〉
で
あ

れ
、
そ
れ
ら
は
自
己
の
内

に
あ

る
ロ
ー
カ
ル
な
思
惟
構
造
、
宗
教

性
の
深
み
で

、
自
己
否
定
的
に
開
示

さ
れ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
な
も
の
へ
の
志
向

で
あ

る
と

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
西

田
の
「
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界

観
」

で

は
、
絶
対

矛
盾

的
自
己
同
一

の
論
理

に
よ

っ
て
、

自
己

の
基
底

に

あ

っ
た
大
乗
仏
教
と
対
話
相
手
で
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
を
も
包
む
よ
う
な
宗

教

論
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
西

田
と
大
拙
の
人
格
的
。
学
問
的
関

係

を
ま
る
で
写
す
よ
う

に
、
遺
稿
論
文
で
西
田
は

〈
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一

の
論
理
〉
の
宗
教
的
な
形
態
で
あ
る
〈
逆
対
応
の
論
理
〉

を
、
幾
度

か
鈴
木

大

拙
の

〈
般
若
即
非
の
論
理
〉
と
同
一
視
し
て

い
る
。

《
真
の
絶
対
者
と
は
、
自
己
自
身
に
於
て
、
絶
対
の
自
己
否
定
に
面
す
る
も

の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
自
己
自
身
の
中
に
絶
対
否
定
を
包
む
も
の
で
な

け

れ
ば
な
ら
な

い
。
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
的
に
自
己
自
身
を
媒
介
す
る
も

の
、
般
若
即
非

の
論
理
的

に
、
絶
対
否
定

に
よ
っ
て
、
自
己
自
身

を
媒
介
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
》
（
⑪
４
２
０
）

絶
対
矛

盾
的
自
己
同

一
の
論
理
の
宗
教

的
な
形

態
で

あ
る
〈
逆
対

応
の
論

理
〉
と

〈
般
若
即
非
の
論
理
〉

の
呼
応

の
ゆ
え

に
、
西

田
哲
学
の
宗
教
論
と

の
対
話

は
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
不
可

避
的
に
大
拙
の
禅
思
想
と
の
対

話
と

も

な
る
。
大
拙
と
の
対
話
が
間
接
的
で

あ
る
の
は
、
滝
沢
克
己
が
一
九
七
四

～
五

年
度
冬
学
期
の

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
で

の

『
演
習
』
で
語

っ
た
よ
う

に
、
西

田
が
西

洋
的
な
意
味
で

の
哲
学
者
で

あ

っ
て

、
大

拙
が
宗

教
者

で

あ

っ
た
と

い
う
こ
と

に
す
ぎ
な

い
。

《
西
田
幾
多
郎
は
僧
侶
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
、
終
生
親
交
の

あ
っ
た
彼
の
幼
な
友
だ
ち
鈴
木
大
拙
（
一
八
七
〇
-
一
八
六
五
）
と
並
ん
で
、

現
代
日
本

に
お
け

る
最
大
の
禅
者
の
一
人
で

あ
り
ま
し

た
。
鈴
木
大
拙
が
ほ

と
ん
ど
禅
仏
教
の
修
行
と
布
教
に
専
念
し
た
の
に
対
し
て
、
西
田
は
専
門
的

な
哲
学
者
で

、
ず

い
ぶ
ん
長

い
あ
い
だ
京
都
大
学
で
西

洋
哲
学
の
教
授
を
し

て

い
ま
し

た
。
し

か
し

か
れ

は
そ
の
最
後
の
日
ま
で

惓
ま
ず
撓
ま
ず
、
た
だ

一
つ
の
点
―
―
す
べ
て
が
そ
こ
か
ら
来
て
そ
こ
へ
向
か
う
一
点
、
禅
仏
教
も

ま
た
そ
こ
に
か
か
お
る
唯
一
の
核
心
点
―
―
を
、
論
理
的
な
、
西
洋
人
に

と

っ
て
も

理
解
可

能
な
言
葉

を
も

っ
て
明
晰
判
明
に
表
現
す

る
と
い
う
こ
と

に
、

か
れ

の
努
力

を
集
中
し
ま
し
た
。
）

〈
真

の
絶
対

者
〉

を
説
明
す

る
論
理
と
し
て
、
絶
対

矛
盾
的
自
己
同
一
の
論

理
と
般
若
即
非

の
論
理
は
呼
応
し
て
い
る
。
現
代
日
本
の
プ
ロ
テ

ス
タ
ソ
ト

思
想
家

た
ち
の
西
田
哲
学
へ

の
接
近
の
仕
方
は
多
様
で

は
あ

る
が
、
彼
ら
は

お

お
む
ね
宗

教
間
対
話

に
対
し
て
積
極
的
姿
勢
を
も
ち
、
か
つ
宗
教
の
論
理

と
し
て
絶
対

矛
盾

的
自
己
同

一
の
論
理
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
滝

沢
克

己
の
〈
接
触
〉
、
八
木
誠
一

の
〈
統
合
〉
、
小
田
垣
雅
也
の
〈
二
重
性
〉

等
、
彼
ら
の
宗
教
論
の
骨
子

と
な
る
主
要
概
念
の
構
造
は
い
ず
れ
も

〈
絶
対

矛

盾
的
自
己
同
一
〉
的
な
論
理
構
造
を
も

っ
て

い
る
。
そ
し
て

、
西
田

の
宗

教
論
に
お
い
て
は
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
的
構
造
を
も
つ
絶
対
者
が
〈
絶
対

無
と
し
て
の
神
〉
で
あ
る
か
ら
。
現
代
日
本

の
プ

ロ
テ
ス

タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の

こ
の
潮
流
が
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一

の
論
理

を
受
け
入
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
と
、
そ
れ
が
絶
対

〈
無
な
る
神
〉

概
念

を
志
向
す

る
系
譜
と
し
て
形

成
さ

れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
ほ
ぼ
同
一
の
事
態

を
意
味
し
て

い
る
。
例
え

ば
、
小



田

垣
雅

也

は
（

神

は
特

定

で

き

な

い
こ

と

に

お

い
て

在

る
と

い
う

こ
と

、

す

な

わ
ち

有

る
と

無

い
の

二

重

性

と

し

て

有

る
と

い

う
こ

と

、

さ

ら

に
言

え

ば

絶

対

無

と

し

て

有

る
）

と

断

定

的

に

語

り

、
花

岡

永

子

の

近

著

『
宗

教

哲

学

の
根

源

的

探
求

』
（
一
九
九
八
年
）
第

一
部

第

一
章

の

表

題

は

「
絶

対

無

の

神

―
―
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
出
会
い
―
―
」
で
あ
る
。

〈
無

な

る
神

〉

と

い
う

神

の
概

念

規

定

は

西

洋
思

想
史

の
傍

流

で

は

あ

る

が

、

そ

れ

は
同

時

に
絶

え

る

こ
と

な

く

現

れ

る

伏

流

で

も

あ

る
。

あ

の
伝

統

的

キ

リ

ス

ト
教

の

〈
有

な

る
神

〉

の
聖

書

的

起

源

で

あ

る
神

の

モ

ー

セ

ヘ

の

言

葉

《
わ
た
し
は
あ
る
。
わ
た
し
は
あ
る
と
い
う
者
だ
》
で
さ
え
、
〈
隠
れ
た
る
神
〉

の
声

で

あ

り

、

神

は

〈
形

な
き

も

の
〉

で

あ

る

。

さ
ら

に

、
西

田

が
純

粋

経

験
や

自

覚

の
立

場

で

、

頻

繁

に
引

用

し

た

デ

ィ

オ

ユ

ユ

ー

シ
ウ

ス

ー
ア

レ

オ

パ
ギ
ー
タ
に
代
表
さ
れ
る
否
定
神
学
や
ド
イ
ツ
神
秘
主
義
者
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト

の

無

（
Ｎ
ｉｃ
ｈ
ｔｓ
）
’

ベ

ー

メ
の

無

疵

（
Ｕ
ｎ
ｇ
ｒ
ｕ
ｎ
ｄ
）

で

は

、

明

確

に

〈
神

は

無

〉

と

し

て

規

定

さ
れ

て

い

る

。

し

か

し

、

現

代

日

本

の

キ

リ

ス
ト

教

思

想

に

お
け

る

〈
無

な

る
神

〉

概

念

は

、

そ

れ

が

西

田

哲

学

と

の

対

話

、

間

接

的

に

は

大

拙

と

の

対

話

を

媒

介
と

し

、

現

代

思

想

の

展

開

を

視

野

に

お
い

て

形

成

さ

れ

つ

つ

あ

る

と

い

う

点

で

。

新

た

な

、

か

つ
東

西

の

既

成

宗

教

の

ロ

ー

カ
ル
な
伝
統
を
包
み
つ
つ
超
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
宗
教
哲
学
的
思
惟
へ
と
開

か

れ

て

い

る
と

考
え

る

。

五
　

結
　
　

語

―
―
宗
教
論
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
可
能
性

西
田
と
大
拙
の
宗
教
論
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
可
能
性
の
確
認
は
二
つ

の
比
較
思
想
史
的
な
作
業
を
必
要
と
す
る
。
一
つ
は
、
現
代
日
本
の
キ
リ
ス

ト
教
思
想
の

〈
無
〉

の
系
譜
が
。
確

か
に
西

田
自
身
が
遺
稿
論
文
で

〈
新
し

い
キ
リ
ス
ト
教
〉
と
呼

ん
だ
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
と

い
う
確
認
作
業
、
な

い
し

は
そ
れ
が
大
拙

の
日
本
的
霊
性

に
呼
応
す
る
内
実
を
備
え
て

い
る

か
ど

う
か
と

い
う
確
認
作
業
で

あ
る
。
西
田

は
「
場
所

的
論
理

と
宗

教
的
世

界

観
」

の
終

結
部
で

次
の
よ

う
に
語

っ
て
い
る
。

《
新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
世
界
は
内
在
的
超
越
の
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て
開
か

れ

る
か
も
し

れ
な
い
。
中
世
的
な
も
の
に
返
る
と
考
へ

る
の
は
時
代
錯
誤
で

あ
る
。
自
然
法
爾

的
に
、
我

々
は
神
な
き
所
に
真
の
神

を
見

る
の
で
あ
る
。

今
日
の
世
界
史
的

立
場

に
立
っ
て
、
仏
教
か
ら
新
ら
し
き
時
代
へ
貢
献
す
べ

き
も
の
が
な
い
の
で

あ
ら
う
か
。

但
。
従
来
の
如
き
因
襲
的
仏

教
に
て

は
、

過
去
の
遺
物
た
る
に
す
ぎ
な
い
。

普
遍
的
宗
教
と
云
っ
て
も

、
歴
史
的

に
形

成
せ
ら
れ
た
既
成
宗
教
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
を
形
成
し
た
民
族
の
時
と
場
所

と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊

性
を
有
つ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何

れ
も
宗
教
と
し
て
の
本
質
を
具
し
な
が
ら
も
、
長
所
と
短
所
の
あ
る
こ
と
は

已
む
を
得
な
い
。
唯
、
私
は
将
来
の
宗
教
と
し
て
は
、
超
越
的
内
在
よ
り
内

在
的
超
越
の
方
向
に
あ
る
と
考
へ
る
も
の
で
あ
る
。
》
（
⑪
４
６
２
-
６
３
）

西
田
は
仏
教
で
あ
ろ
う
と
、
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
ろ
う
と
、
将
来
の
あ
る
べ

き
宗
教
の
形
態
を
内
在
的
超
越
の
方
向
で

捉
え
、
こ
の
引
用

文
で
は
内

在
的

超
越
の
宗
教
の
性
格
を

〈
自
然
法
爾
的
に
、
我

々
は
神
な
き
所
に
真
の
神

を

み
る
〉
と
記
し
て

い
る
。
こ
の
〈
無
な
る
神
〉
概
念
は
、
最
近
の
日
本
の
プ



ロ

テ

ス

タ

ン
ト

思

想

の

一
潮

流

の

中

に

確

実

に

根

を

お

ろ

し

て

い

る

。

ま

た

、

西

田

や

大
拙

の
宗

教

論

の
現

代

に

お

け

る
妥

当

性

が

日

本

の

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

思

想

を
超

え

て

、

グ

ロ
ー

バ

ル

で

あ

る
た

め

に
は

、

い
ま

一

つ
、

現

代

の

西

洋

の

キ

リ

ス

ト

教
世

界

が

こ

の

ロ
ー

カ

ル
な

〈
無

〉

の

系

譜

を

受

容

で
き

る

か

ど

う

か
と

い

う

シ
ュ

ミ

レ

ー

シ

ョ

ン
作

業

が

必

要

で

あ

る

。

こ

の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
正
否
の
尺
度
の
一
つ
は
、
Ｋ
・
バ
ル
ト
が
《
神
は

存

在

す

る

（
Ｅ
ｓ
　ｇ
ｉ
ｂ
ｔ
）

と

言

え

る

よ

う

な

も

の

と

し

て

は

無

（
Ｎ
ｉｃ
ｈ
ｔｓ
）

で
あ
る
》
と
語
る
場
合
の
〈
無
〉
と
西
田
の
〈
絶
対
無
〉
の
同
一
性
と
差
異

性

を
秤

に

か
け

た

場

合

、
ど

ち

ら

に
振

れ

る

か

と

い
う

こ

と

で

あ

る

。

バ

ル

ト

の
み

な

ら
ず

、
現

代

キ

リ

ス

ト

教

の
方

向

を

決

定

的

に

基

礎

づ
け

た
神

学

者

た
ち

に

は

、
神

を

〈
無

〉

と

語

る
表

現

は

決

し

て

少

な

く

は

な

い
。

例
え

ば

、

Ｐ

・

テ

ィ

リ

ッ

ヒ

は
、

神

を

〈
存

在

の

根

底

（
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
　ｏ
ｆ
　
ｂ
ｅ
-

ｉ
ｎ
ｇ
）
〉
と
規
定
し
な
が
ら
、
《
神
は
具
体
的
に
は
存
在
し
な
い
（
G
o
t
 
i
s
t

n
o
t
 
e
x
i
s
t
)
。
神
は
本
質
と
実
存
を
超
え
た
存
在
そ
れ
自
身
で
あ
る
。
そ
の

た

め
、

神

が

具

体

的

に
存

在

す

る

と

言

う

こ

と

は

神

を

否

定
す

る

こ
と

に

他

な
ら
な
い
》
と
語
っ
て
い
る
。
〈
神
を
神
と
す
る
こ
と
〉
を
求
め
て
出
発
し

た
現

代

キ

リ

ス

ト

教
思

想

は
、

そ

の
展

開

の

中

で

東

洋

的

な

〈
絶

対
無

〉

の

思

想

に

接

近

し

て
き

た
。
そ

の

点

で

、

西

洋

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト
思

想

史

の

展

開

に
照

ら

し
て

も

、
西

田
や

大

拙

の
宗

教

論

は

広

汎

な

可

能

性

を

持

っ
て

い

る
と

解

し

て

よ

い

。

た

だ

し

、

い

ま

だ

、

西

洋

の

キ
リ

ス

ト

教

思

想

史

に

お

い

て

、

日

本

の

〈
無

な

る
神

の

思

想
〉

は

ほ

と

ん

ど

視

野

に

入

っ
て

い

な

い

。

そ

れ

ゆ

え

、

西

田

や

大

拙

の

地

理

的

に

、

宗

教

的

に

ロ
ー

カ

ル

な
宗

教

的

思

惟

が

、

世
界

の

宗

教

思

想

史

の

中

で

グ

ロ

ー
バ

ル

化

す

る

の

は
、

過

去

の

出

来

事

で

は

な

く

て

、

こ

の

日
本

の

地

で

。

現

在

キ

リ

ス

ト

教
的

に
生

き

、

思

惟

し

よ

う

と

す

る
人

々

に
課

さ

れ

た

将

来

的

課

題

で

あ

る

と
考

え

る
し

、

そ

の

可

能

性

は

西

田

や

大

拙

の

思

惟

の

中

に

十

分

な

可

能

性

を
持

っ
て

開

か

れ

て

い

る

と

も

考

え

る
。

（
1
）
　
富
永
徳
磨
に
つ
い
て
は
、
鵜
沼
裕
子
『
近
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
家
た

ち
』
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局

。
一
九

八
八
年
、
一
三
一
－

一
五

八
頁
、
逵

坂
元
吉
郎
に
つ
い
て
は
、
同
宿
一
五
九
－

一

八
六
頁
参
照
。

（
２
）
　
二
つ
の
座
談
会
は
、
三

木
清
『
西
田
先
生
と
の
対
話
』
角
川
文
庫

。
一
九
五

○

年
に
収
録

さ
れ
て

い
る
。

（
３
）
　
桑
田
秀

延
「
西
田
博
士

に
聴
い
て
」
（
「
読
売
新
聞
　
宗
教
欄
」
一
九
三
二
年

六
月
二
五

日
付
）
参
照
。

（
４
）
「
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
」
（
一
九
四
五
年
）
の
執
筆
時

点
で
、
バ

ル

ト
の
『
教
会
教
義

学
』

は
第
Ⅱ
巻

二
「
神
論
」
ま
で
完
成
し
て

い
る
が
、
西
田

は
そ
れ
以

降
の
も
の
を
読
む
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

（
５
）
　
滝
沢

克
己

「
西

田
幾

多
郎
」
（
『
滝
沢
克
己
著
作
集
』
第
一
巻

。
法
蔵
館
、
一

九
七
二
年
所
収
）
四
三
七
頁

。

（
６
）
　
滝
沢
克
己

「
仏
教
と

キ
リ
ス
ト
教
（
要
約
）
－

久
松
真
一
師

の
「
無
神
論

を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
宗
教
と

は
何
か
』
三
一
書

房
、
一
九
七
六
年
）
七

一
頁
。

（
７
）
　
秋
月
龍

民
「
一
禅
者

の
「
神
」

証
言
－

滝
沢
・
八
木
論
争
と
、
滝
沢
の
久

松
禅
学
批
判
に
よ
せ
て
―
―
」
（
『
秋
月
龍
民
著
作
集
』
八
、
三
一
書
房
、
一
九

七
八
年
所
収
）

二
五
四
頁
。

（
８
）
　
鈴
木

大
拙

『
日
本
的
霊

性
』
（
橋
本

峰
雄
編

『
清
沢
満
之
、
鈴

木
大
拙
』
日



本

の

名

著

四

三

、

一

九

七

〇

年

）

二

四

三

頁

以

下

の

「

新

版

に

序

す

」

参

照

。

（

９

）
　

滝

沢

克

己

「

仏

教

と

キ

リ

ス

ト

教

（

要

約

）

－

久

松

真

一

師

の

「

無

神

論

を

め

ぐ

っ

て

」

（
『

宗

教

と

は

何

か

』

三

一

書

房

、

一

九

七

六

年

）

二

八

－

二

九

頁

。

（

1 0

）
　

小

田

垣

雅

也

『

現

代

思

想

の

中

の

神

－

現

代

に

お

け

る

聖

霊

論

－

』

新

地

書

房

、

一

九

八

八

年

。

一

五

頁

。

（

1
1

）
　

花

岡

永

子

『

宗

教

哲

学

の

根

源

的

探

求

』

北

樹

出

版

、

一

九

九

八

年

。

（

1 2

）

『

新

共

同

約

聖

書

』

日

本

聖

書

協

会

、

一

九

八

九

年

、

出

エ

ジ

プ

ト

記

三

章

一

四

節

。

（

1 3

）
　

Ｋ

ａ

ｌ
 

Ｂ

ａ
ｒ

ｔ
ｈ

，
　

Ｄ

ａ
ｓ

 

ｃ
ｈ

ｒ

ｉｓ

ｔ
ｌ
ｉ

ｃ
ｈ
ｅ

 

Ｖ

ｅ
ｒ
ｓ

ｔ
ａ
ｎ

ｄ
ｎ

ｉ
ｓ

　

ｄ
ｅ
ｒ

　

Ｏ

ｆ
ｆ

ｅ
ｎ

ｂ
ａ
ｒ
ｕ

ｎ

ｇ

，

Ｔ

ｅ

ｏ

ｌｏ

ｇ

ｉ
ｓ
ｃ

ｈ
ｅ

　
Ｅ

ｘ

ｉ
ｓ
ｔ
ｅ

ｎ

ｚ

　

Ｈ

ｅ

ｕ

ｔ
ｅ

，
　
Ｎ

ｅ
ｕ

ｅ

　
Ｆ

ｏ

ｌｇ

ｅ

　
Ｎ

ｒ
.
　

１
２

，
　

１
９
４

８

，
　
Ｓ
.
２

０
ｆ

．

（

1 4

）
　

Ｐ

ａ
ｕ

ｌ
　

Ｔ

ｉ
ｌ
ｌ
ｉｃ

ｈ

，
　

Ｓ
ｙ

ｓ
ｔ
ｅ
ｍ

ａ

ｔ
ｉｃ

　

Ｔ

ｈ
ｅ
ｏ

ｌｏ
ｇ
ｙ

　

Ｉ
，

　

Ｃ

ｈ
ｉ
ｋ
ａ

ｇ

ｏ

　

Ｕ

ｎ

ｉｖ

ｅ
ｒ

ｓ
ｉ
ｔ
ｙ

Ｐ
ｒ

ｅ
ｓ
ｓ

，
　

１
９

５
１

，
　
ｐ

．
 ２
０

５

．

（

1 5

）
　

小

田

垣

雅

也

『

現

代

の

キ

リ

ス

ト

教

』

講

談

社

学

術

文

庫

、

一

〇

〇

頁

以

下

参

照

。

＊

西

田

の

著

述

か

ら

の

引

用

は

『

西

田

幾

多

郎

全

集

』

（

第

四

刷

、

岩

波

書

店

）

に

基
づ
き
、
（
①
1
）
は
全
集
第
一
巻
一
頁
か
ら
の
引
用
を
示
す
。

（
あ
さ
み
・
よ
う
、
宗
教
哲
学
、
石
川
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
）
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